
 第３号様式（第６条第１項関係） 

市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

令和５年１０月１８日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和５年１０月１８日（水）午前9時30分～ 本庁舎4階大委員会室 

２ 出席者 

市民活動支援課 内藤課長、佐々木副主幹 

３ 件名 

白井駅前及び西白井駅前に防犯カメラを設置することについて 

４ 会議結果 

■ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

【結論】 

・設置に当たっては、関係各課と設置手法等も協議の上、駅前駐輪場への設置について

も併せて検討すること。 

・電話de詐欺に対する市民への意識啓発を行うこと。 

 

【主な意見等】 

・防犯カメラに対するプライバシー問題について、最近の市民の反応はどうか。 

 ⇒既に防犯カメラを設置、運用している保育園、他の公共施設、商店街、他市の事例

等からプライバシーに関する問題等は無いものと確認している。 

・防犯カメラを設置した場合は、「防犯カメラ設置」をあらわす標識を設置するととも

に、映像の保管や管理責任者の設置等のプライバシーに配慮した管理運用をしていく

ことについても周辺の自治会等に周知していく必要がある。 

・ダミーカメラの効果は？抱き合わせでダミーカメラも含めてはどうか。 

 ⇒環境課において、不法投棄の防止を目的として、ダミーカメラを設置しているが、

設置当初は効果があったようであるが、現在は効果が薄れてきている。 

・駐輪場への防犯カメラを設置しない理由は 

 ⇒都市計画課と現地を確認し、設置場所、設置基数など駐輪場にも設置を検討してい

たが、設置基数の増加等から想定以上に経費がかかることなどから駅前を優先し

た。また、自転車盗発生の６割は無施錠であるため、まずは駐輪場契約者等への啓

発活動を優先して取り組んでいきたい。 

・防犯カメラ設置に当たっては、駐輪場への設置も検討できないか。関係各課、事業者

とも協議して、犯罪の多い場所をカバーして犯罪から市民を守るようにしてほしい。 



・白井駅、西白井駅だけでなく、印西市と連携して、千葉ニュータウン中央駅前への設

置についても検討すべきではないか。 

 ⇒印西市では、既に千葉ニュータウン中央駅前（北側・南側）に防犯カメラを設置し

ている。桜台地区の方に被害があった場合には、印西警察署、印西市と連携しなが

ら対応することとなる。 

・白井駅、西白井駅前商店会の防犯カメラも一元管理することはできないか。 

 ⇒商店会が防犯カメラを設置する際には、市が防犯カメラを設置するよう要望があっ

たが、当市は設置しない旨回答し、商店会で防犯カメラを設置した経緯がある。 

  商店会の防犯カメラは、商店会の裏側まで細部に撮影しており、市がそこまでの映

像は必要ないものと考えている。市が設置する際には、商店会への説明も必要と

考えている。 

・防犯カメラを設置して犯罪が減少したという事例はあるか。 

 ⇒駅前に防犯カメラを設置して犯罪件数が減少した事例は把握できていない。電話de

  詐欺のアポ電も増加している中で、防犯カメラの設置により、必ず犯罪が減少する

とは言えないが、設置の効果が無いと言うことでは無く、防犯に対する市として

の対応として、防犯カメラを設置していきたいと考えている。 

・駅の連絡通路に電話de詐欺防止を呼び掛ける横断幕を設置しているが、これも犯罪抑

止する材料になっており、さらに防犯カメラを設置することで、けん制の効果が高ま

るのではないか。 

・電話de詐欺対策に関して、市民の防犯意識向上のため、意識啓発も併せて行うこと。

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 
 



　第１号様式その１（第４条第４項関係）

年 月 日

件　　　名

現状・課題

目的

対応
方策

論点（決定を
要する事項）

部内会議や
関係課等と
の調整結果
（主な意見・
懸案事項）

□ □ ■ □ （

令和 5 10 18

付議書（行政経営戦略会議）

部課名 市民環境経済部　市民活動支援課

白井駅前及び西白井駅前に防犯カメラを設置することについて

　令和４年中の犯罪発生状況では、全国、千葉県ともに２０年ぶりに前年を上回る
犯罪が発生している。
　市内においても令和４年中に３２９件の犯罪が発生し、前年比で４６件増加して
おり、特に自転車盗や電話de詐欺被害が増加傾向にある。
　防犯カメラについては、犯罪の抑止となるだけでなく、事件や事故が発生した際
の有力な証拠となるなど、犯罪が発生しにくい環境づくりに必要な有効手段の１つ
となっている。
　県内自治体では、犯罪の抑止等に向けて街頭への防犯カメラの設置が進んでお
り、白井市と４町を除く市町村で街頭に防犯カメラを設置している。
　市では、一部の公共施設に防犯カメラを設置しているが、駅前など街頭への防犯
カメラの設置が進んでいない状況である。

白井駅前及び西白井駅前に防犯カメラを設置することにより、犯罪の抑止
や犯罪が発生しにくい環境をつくり、市民生活の安全・安心を確保する。

白井駅前及び西白井駅前に防犯カメラを設置する。

 白井駅前及び西白井駅前に防犯カメラを設置することについて

・購入では無く、リース等の方式も検討できないか
・決定後ではあるが、商店会への説明が必要ではないか
・船橋市の設置が少ない理由は何か設置状況の確認

　５年度　１０月
　　　　　　　３月議会
　６年度

　市方針決定（戦略会議）
　防犯カメラ設置工事費予算計上
　白井駅前、西白井駅前の自治会等に周知（自治会回覧）
　防犯カメラ設置工事

有

方法（時期）

条例規則 無 報道発表 有 定例記者会見（R６.２月）

項目 有無 方法（時期） 項目 有無

千円）

設置後

市民参加 無

付議書公表 公開 非公開 部分非 時限非 まで）

議会説明 有 議員全員協議会（R６.２月） 広報・ＨＰ等

事業費 ９，４４０ 千円 （うち特定財源 １，６００

目的 地域・安心 手段 その他

付議事案

今後の
スケジュール

参考情報

カテゴリー 年代 全ての年代 場所

関係法令等

関係課 企画政策課、公共施設マネジメント課、道路課、秘書課、










